
 

 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左側の写真は、防火戸の前に物があ

るため、火災が発生した場合、防火戸

が閉鎖せず煙や炎を防ぐことができま

せん。また、避難口を知らせるための

誘導灯が物で見えづらく、避難する方

向が分かりにくくなっています。 

避難口 
誘導灯 

防火戸 

【どちらの廊下が安全でしょうか？】 

 

  

左側の写真は、階段に物がたくさん置

かれているため、避難の障害になるだけ

でなく、火災が発生した場合に、燃え広

がり、階段が避難に使用できなくなる危

険があります。 

 

【どちらの階段が安全でしょうか？】 

令和３年１２月１７日に大阪市北区で発生したビル火災では、２５名の尊

い命が失われました（令和３年１２月２４日現在）。 

火災のあった建物は屋内階段が１つで、この階段により避難することがで

きなかったため、建物内に充満した煙や有毒ガス等により、多数の方が犠牲

になったものと考えられます。 

屋内階段に大量の物が放置されていた場合、火災発生時にはこれらの物が

避難の障害となり、さらに燃焼すると上階へ延焼し人命危険につながりま

す。 

≪階段・廊下の安全確保≫ 

万が一、火災が発生して避難しなければならない時、階段や廊下に物がたくさん置かれてい

たら大変危険です。 

もしもの時に備え、避難経路を確保するため階段や廊下に物を置かないようにしましょう。 
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